
3角椅子辰施政性体 CsCoC且3,CsNIIC且3のBirefrinaenceと磁気構造

東工大 夜 飯亀勝矩 ′永田-請

ABX3型3簡路子温位路のrJ:h＼で/)次元鎖錦の最観象相互作詞が･反発嵐性的な

系にお､＼てば/複数のスピン細動相 調綿 化に降し薄命する｡この発令は,廃品兼子の

肴# J性とは亀倉LTJ:､､スピン配列の斬 鹿を生み,さらに速九相転浄互起こす原因とTJ:る｡

現在 , スピン･フラストレーションの間塵として′これらの系の舶 化のメカニズAや′

スピンの勧晦佐官の解明に′ 大きTJ:興味カニ持たれて､､る.'王た′ 免験的な暦俺としては′

動 鯛 転移′卓､の比賂Ti_豆の異帝がJ卜い､のそ′相転籍の本官を尭むた0日こ′よ')籍盈TJ:刺

定が'官尊uJ1-る.=こと紹介するB加 frl噂 enCe.Ahは′このようTJ:銅卸こ適した手段

と虜えら車る毛ので′△nの離 液蕗艦からTN玉食むか ､温度微衷で′スピンの短足鮭

兼関級 の顔鼻､＼互知るこヒボできる｡ただし′ 解題鹿瀬の△nは塩鮭髄索序吾反映する

ものとして兼立して､､るれ 顧 慮の｡侶ミは′短距軌 序数果摘 触 ら捕 い付加的
TJ餌 が魂刷 る塙銅 あ･)′等のメカニスムに7いては吟味摘 草である.I)そのようLJ

右げそ,逐棚 とヒ毛に△れがと､のような温度密化を蒋っかば,磁気光単軌こも輿味深

･､間趣である｡軒象とする物質は,工S冊 泉のCsCoCL3 と額､､/*)旺其方腰互借りた

Heise巌 け 泉のCsNTBr,, CsN-･C且3, 払N;CE3 である,､､ず車の物質も之フの凍

細 老骨フボ′中和 のスピン席産に関しては不遜足さが残77､､るので,2)AhC)過度夜

化から′ スピン腐痘首席許してみたい｡

磁細 晶ヒおけるB汁e毎 ngenCelはスピンに依存する光傾城の務客車の栗兼帯介

の異方/性AE岬--Gdd-∈卵と編で7､､ており′ -廠矧こぼ

･n - AEαβ- ∑ dαβY6 (見-m)くS言S三･S 芝Sこ ,
且.m

と書ける.A , 爪はスピン･サイト′cL,声は光電塊′T′さはスピン成分の凝晶軸た称

する方向官尊足する漆与で凍る｡射手スピン卦 JL′ynの間の息封剰 生で決まるテンソルそ

あさ｡これまでの轟 T々J=磁性体の△Ylの実験I:よt) ′ 上式のなカ＼そ東隣序スピン首JL,J

の尊方的TJ=相関関数ddP(巧 )くSi･S)･〉ボ主孝子あることカこ分れ て､､る.3)
鹿細 象徴卓､引 手さんで△Mが東イ乙する帝徴は′兼転動 こ卑与する吏鹿相互作用C)

僻 ヒ′叔乗移に伴 ,て′結晶の磁泉のみならず電気的対称性が動じするか肴かと依存す

る｡膝に/次元鎖内の吏斬 封宇周が簸い倉回のム方晶系ABX3 型結晶にあ,了は′

T)TNJ=おいて′鎖内の短挺鹿秩序に比例した変化を△hは符フ｡しかし′銀閣の兼互

作嗣力硝効捕 るTN適修子は′3凍元の兼励E,老友映したAnの過度鹿あ 性が且ら氷るチ)

き美感間の最郎 粥封下欄が主賓江揚01宕′TNは△Ylの変曲点となる｡しかし′鎖間の兼

互作間七才2味好きで取al姥 のある虜新吉 ′藤気的生鮮酵ポム方晶系から斜方晶系八乗

化するたれ An7こはくSL〉くSj)へれ ヱ 型の勅 口的な変叱カニ芯放下そ動 帰 こと椋
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ご直る｡冒)

臣= ′ 2′ 3ヒモ小首'車

CsCoC且3,CsN沌｢3′CsNrC且3のITN

止傍の△n(T)を示してある｡Cs

CoC紬 こぶ＼＼てはノネール′崇､¶王

2.LEKノ中軸 から低温相への恵移

J卓､T*=?､ZkでAnの素食Ti:異動よ

,碓罷できT+･1かった｡T〉lTNのAylは

J次元工sfng スピン系の磁気エネ
ルギーに出動した匁化を薄7.i)Lた
が77′BTre毎ngenCe で見る隈

') ′ 磯内の兼蘭関数がクローズ･ア

ップ:車ておL)ノ顔間の兼互作軌£

童孝子ないこYtこTJ:る｡ フきリノCs

CoC鉦‡′常軌二は ノ ブ次元短海産

鹿序の十動こ溌逢した系と＼､うこと

にTJ-'る.CsNiB卜5,CsN-fα3の

T>丁山羊 ′ やはI)/次元Heisenbe等
スピン糸の遜虎エネルギーに比例す

5こと水産あられて＼､る｡ム) この糸

1ニ聯酔釣なこYは′TN′Tk におい

ある｡温度降下にフ車て′鎖内の短

距庫錬序ボナ剣こ賭 した後に′泉

序兼)=おいて付加軌 BTreirlngenCe
が生じる言 の異動工CsCムCR3l二

は見ら血TJ:かったものである｡Cs

N･t勘 糸の中間相に7､､ては′今
泉で､C)色々 TJ:東験と矛盾LTi､､スピ

ン廉直として′ 0.)成分無寒動ヒ:

SintAsoidJレcosine聖′ら)覇塘

錬如 :sinusoidaL-5ihe聖′C)

スピン鼻配列 :TrJ'an3山 r-ScpetN

撃力こ斉えら小ている｡2) もしも′ a)
封土♭)の場kTJ:らば′スピンはC

軸に室直な成鋼 蒋7こY.h'JJ:くノ

鵬 の軸 性は′C,C｡α5の乎
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固 1 . C等CoC 1 3の An(T)･ TN=21･5K, Tt=9･2K
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間鹿と同席になる｡したが,てノ
CsCoCe31こ見られTJ_～､､NJt北食物

のTiくT(TNにおける△hの革帯

は′この兼が久)ヌはB)のスピン

,猿畳を蒋7可亀鑑七香足する｡C)

の虜新手′C面内を向くスピンが現

われ′ 凌泉空間群毛占方晶如 ､ら斜

方晶系<如ヒする｡ この封水鹿の変

化に伴,て△nの働 口吟を化水TN
叔下手発車直るのは孝当である｡ 王

T=中間相から低温のTri久hg巌r-

Cyc10血 債温<のスピン再配列は′
鮮方晶系間の2,2:之;からCn'C2,て<
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囚4. RbNiC13のAn(T)･ TN-11･13K･

の兼転務で湧 きことを虜え拙f , 釦 がiT〉T方 で卒 中す号音引くことも納得される｡

のように′ CsNTCA5系の平間勘紺 e7sehbe将 スピンの呼鉄妻息吹して′スピンは′よ
＼ヽ
hリノ

フじ7手の食った配列を取り′帝がWJ:奥秩序配列七解きことは無､､ものと解来さ車る｡

CsNrC且3と同型のRbNrα3は中軸 の存在が確定されて､､ない物官そある｡:の物質

の△h(T)老図42て示す｡他のN批食物のようTJ△nの高温側 の舟車歯')は見られない｡

しかし′こ申告で知ら来て＼､るTN-lt-13kに△ylの薄曲′卓､があ3こピから′この過度堺

下の兼l妄CsNlC烏 の低融 に対束すきことが伽 ＼3 ｡ 中間兼から翫敵性兼〈の摩砕が存

在す困f′△hの低新 物温度変化ボ泉石直るIl.E3K よ.)O､持 濯度高温の也夏とも云

え5が確定時で左､､｡

このように工sing糸と閥 sehbe巧 糸の北冶吻比 べて見5ヒ′CsCoCE3の.An
は′刺子l)騰貴TJ:こと武弁か3 ｡ TNETxでA町 こ薬草が見えないのは, 柵 の弼

塵と毛,考えら永5札 サ肯くとも′中軸 柏 ､､て勘 常軌二見れf′スピン席藍の簿フ

誘客的貴方}任官平弁虹すさようTJ=スピン糸の遅勤が鼻息すると仮定す和ぎ′気味結果老理･

常子きき｡
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